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単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長      　
　
　
　

   

広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長　
〕
各
位

一
、
日
時　
４
月
㉗
日
㈯　
受
付　
　
　
９
時
㉚
分
～

　
　
　

     　

 　
　
　
　
　

   

総
会
開
始　
⓾
時

二
、
場
所　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
案
件

　

⑴ 

令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

⑵ 

令
和
６
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

　

⑶ 

役
員
改
選
に
つ
い
て 

　

⑷ 

そ
の
他

四
、
演
題
「
県
老
連
ク
ラ
ブ
活
動
と
会
員
増
強
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

県
老
連
常
務
理
事
・
事
務
局
長 

五
戸
秀
樹
氏

五
、
懇
親
会
開
催

一
、
日　
時　
５
月
⓲
日
㈯　
　

受
付　
８
時
㉚
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
会　
午
前
９
時 　

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、
対
象
者　
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、
種　
目　
個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
）

　
　
　
　

順
位
は
３
回
戦
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
決
定
。

五
、
会　
費　
壱
千
円 

（
賞
品
・
弁
当
代　

当
日
集
金
）

六
、
申
込
締
切　
５
月
⓾
日
㈮
迄 

両
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

七
、
そ
の
他 　

   

（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要
な

　
　

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
⓾
位
迄
と
、
飛
び
賞
、
当
日
賞
、
残
念

　
　

賞
、
無
念
賞
な
ど
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
。

　
　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
、
持
ち
帰
り
と
し
ま
す
。

　

④
大
会
会
場
で
「
賭

×
×

け
・
飲

×
×

酒
・
喫

×
×

煙
」
は
禁
止
で
す
。

※
場
は
テ
ー
ブ
ル
席
で
す
の
で
、
足
の
不
自
由
の
方
も
是
非

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長　
　
　
　
　

　
広
報
委
員
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長 

〕
各
位

一
、 

日
時　
４
月
⓲
日
㈭　
午
前
⓾
時

二
、 

場
所　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、 

案　
件

 

⑴ 

令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

 

⑵ 

令
和
６
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

 

⑶ 

役
員
改
選
に
つ
い
て

 

⑷ 

令
和
５
年
度
実
績
報
告
書
・
令
和
６
年
度
補
助
金
等

　
　

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

 

⑸ 

そ
の
他

四
、
お
願
い　

　
　

会
長
・
部
長
・
委
員
長
が
欠
席
す
る
場
合
、
必
ず

　
　
　

代
理
役
員
等

4

4

4

4

4

を
出
席
4

4

さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

　
　
　

し
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
㉓
日
㈮ 
９
時 

常
盤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間
に
お
い
て
開
催
し
、
会
員
㊲
名
が
参
加
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
「
み
ん
な
で
楽
し
く
‼
」
と
参
加
を
呼

び
か
け
、
藤
崎
町
脳
ト
レ
教
室
か
ら
横
山 
恵
子
会
長
・
サ

ポ
ー
タ
ー
の
佐
々
木
陽
子
さ
ん
・
小
野
寺
静
子
さ
ん
の
3
名

が
出
席
さ
れ
、
指
導
に
あ
た
っ
た
。

◉
講
座
内
容

　

「
笑
う
の
が
い
い
ん
で
す
ヨ
‼ 
声
を
出
す
こ
と
・
笑
う
こ

と
が
一
番
で
す
ヨ
‼
」
で
健
康
講
座
が
始
ま
っ
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
椅
子
に
座
っ
た
姿
勢
で
、
皆
が
い
っ
せ
い

に 

歌
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん 

夜
の
星
を
」
を
歌
い
、
次
に
体

操
（
指
・
手
・
足
の
運
動
）
を
行
い
、
そ
の
後
に
脳
ト
レ
の

音
読
・
足
し
算
・
引
き
算
な
ど
を
行
っ
た
。

　

大
広
間
は
み
ん
な
の
大
き
な
〝
笑
い
声
〟
が
い
っ
ぱ
い
に

響
い
て
い
た
。

予
定
の
1
時
間
が
ア
ッ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
明
る
く
元
気
な
楽
し

い
講
座
で
あ
っ
た
。

◉
ペ
タ
ン
ク

　

全
員
参
加
で
行
い
、
心
地
よ
い

運
動
と
な
っ
た
。
講
座
が
終
わ
り
、

み
ん
な
で
会
食
の
中
で
は
お
互
い

に
「
久
し
ぶ
り
」
と
言
葉
を
か
け

あ
う
姿
が
見
ら
れ
た
。
「
楽
し

か
っ
た
」
、
「
ま
た
ね
」
と
声
が

あ
り
散
会
し
た
。

2
月
㉔
日
㈯
に
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
大
会
は
、
㊶
名
の
参

加
者
で
開
催
さ
れ
、
実
力
者
が
揃

い
僅
差
の
勝
負
で
熱
戦
が
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
者
は
前

回
の
優
勝
者
で
あ
っ
た
三
浦
篤
雄

氏
が
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

成
績
は
左
表
の
通
り

令
和
6
年
2
月
2
日
㈮ 

三
沢
市
在
住
で
藤
崎
町
出
身

の
能
面
師 

清
野
正
雄
氏
が
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
作
品 

能
面
「
翁お

き
な」
一
式
を
町
老
連
に
寄
贈
さ
れ
た
。

橋
渡
し
は
藤
崎
中
同
級
生
、

横
町
長
寿
会
加
藤
司
郎
会
長
の

紹
介
で
寄
贈
が
実
現
し
た
。

清
野
正
雄
氏
は
昭
和
⓫
年
に

藤
崎
町 

伝
馬
生
ま
れ
で
、昭
和

㊲
年
東
洋
大
学
卒
業
、
㊳
年
か

ら
社
会
科
教
師
と
し
て
教
職
に

つ
き
平
成
⓾
年
定
年
退
職
。
そ

の
後
〝
面
打
ち
教
室
〟
で
修
行

し
独
立
す
る
。
今
ま
で
に
凡
そ

四
五
〇
点
の
作
品
を
生
み
現
在

に
至
る
。

本
町
の
資
料
館
〝
あ
す
か
〟
で
作
品
展
示
会
と
彫
刻
の
実

演
会
を
行
う
な
ど
、
岩
木
山
神
社
や
近
隣
の
神
社
仏
閣
等
で

目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
在
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
交
渉
中

で
す
の
で
、
間
も
な
く
お
目
に
か
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

六
、
参
集
範
囲 

　
　
　

各
単
位
ク
ラ
ブ
３
名
以
内

4

4

4

4

、
専
門
部
３
名
以
内

4

4

4

4

、

　
　
　

広
報
委
員
３
名

4

4

、
女
性
部
３
名
4

4

・
若
手
委
員
９
名
4

4

七
、
参
加
費　
１
名
に
つ
き 

壱
千
円
（
当
日
集
金
）

八
、
申
し
込
み

　
　

単
位
ク
ラ
ブ
に
は
【
白
寿
】
４
月
号
に
申
込
書
を
同
封

　
　

し
、
専
門
部
・
女
性
部
は 

、
藤
崎
・
常
盤 

両
福
祉
セ

　
　

ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

九
、
申
込
締
切　

　
　
４
月
⓲
日
㈭
理
事
会
開
催
日
迄
に
左
記
申
込
先
へ
提
出

　
　

し
て
下
さ
い
。
（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

七
五
―
二
一
二
八

　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
九
―
五
二
六
二

、

未 

編 

集

４　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月
2 火 囲碁・将棋部 12:30
3 水 女性部 10:00
4 木 囲碁・将棋部 12:30
５ 金

6 土
レクダンス部 ９:00
老連監査会 ９:00
老連役員会 10:00

７ 日

8 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

9 火 囲碁・将棋部 12:30
10 水 茶道部 13:00
11 木 囲碁・将棋部 12:30
12 金
13 土 レクダンス部      9:00
14 日

15 月 補助金申請相談日 9:00
芸能部 12:00

16 火 補助金申請相談日 9:00
囲碁・将棋部 12:30

17 水

18 木 理事会（文化センター） 10:00
囲碁・将棋部 12:30

19 金
20 土 レクダンス部      9:00
21 日

22 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

23 火 囲碁・将棋部 12:30
24 水 茶道部 13:00
25 木 囲碁・将棋部 12:30
26 金

27 土 レクダンス部      9:00
老連総会（文化セ） 10:00

28 日
29 月

30 火 囲碁・将棋部 12:30
【白寿】配布日 16時➡

◇
町
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

町
老
連
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

  

春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

　
　
冬
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
結
果
　

順　
位

氏　
　
名

地
区

点 

飛
び
賞
（
順
位
の
５
番
飛
び
）

優　
勝
三
浦　
篤
雄
館　
川
⓮

⓯
位

間
山
由
吉
（
福　
島
）

準
優
勝
羽
賀　
良
蔵
福　
島
⓭

⓴
位

高
木
長
英
（
水　
木
）

３
位

工
藤　
義
夫
柏
木
堰
⓬

㉕
位

山
本
誠
一
（
み
つ
や
）

４
位

三
浦　
勝
榮
伝　
馬
⓫

㉚
位

児
玉
雄
一
（
伝　
馬
）

５
位

兵
藤　
正
勝
若　
松
⓾

㉟
位

木
村　
稔
（
館　
川
）

６
位

浅
利　
達
郎
水　
木
⓾

７
位

白
取
喜
代
榮
水　
木
９

残
念
賞  

太
田　
昭
三
（
富
柳
）

８
位

榊　
　
俊
春
水　
木
５

無
念
賞

清
水
稼
志
男
（
館
川
）

９
位

榊　
　
鉄
英
常　
盤
５

当
日
賞
（
開
催
日
㉔
日
）

⓾
位

平
澤　
寿
夫
若　
松
４

㉔
位

藤
本
勝
郎
（
朝
日
町
）

　
※
同
点
の
順
位
は
年
長
順
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
老
連
に
能
面
寄
贈

　
　
　
能
面
師
　
清
野
正
雄
氏
よ
り

最後の締めはペタンクだね
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皆
さ
ん
お
な
じ
み
の
健
康
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
盤
養
命
会
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常
盤
八
幡
宮
塔
塚
の
続
き

馬
頭
観
音
の
隣
に
高
さ
一
一
五
㎝
、
底
辺
九
〇 

㎝
の
三

角
の
自
然
石
が
あ
る
。
前
面
に
「
供マ

マ奉
」
と
二
文
字
が
あ
る

の
み
。
言
い
伝
え
を
知
っ
て
い
る
者
は
誰
も
居
な
い
。
ま
た

「
供マ

マ奉
」
と
い
う
文
字
を
刻
ん
で
あ
る
塔
碑
は
常
盤
村
内
で

は
こ
の
一
基
だ
け
だ
と
思
う
し
、
他
市
町
村
で
も
私
は
お
目

に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
辞
典
を
開
い

て
見
た
ら「
キ

マ

マ

ョ
ウ
ホ
ウ
」と
読
む
の
だ
そ
う
で
、意
味
は「
兵

や
食
糧
な
ど
提
供
し
て
助
け
る
こ
と
」
と
あ
っ
た
。
天
明
の

飢
饉
で
境
内
の
信
仰
物
を
一
切
手
離
し
た
と
い
う
口
伝
え
が

あ
る
こ
と
か
ら
考
察
す
る
に
、
こ
の
塔
は
天
明
以
後
に
建
立

さ
れ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
の
一
個
、
高
さ

八
五
㎝
と
小
さ
く
、
ま
た
字
を
刻
ん
だ
形
跡
は
一
切
な
く
虫

喰
い
穴
が
無
数
に
あ
る
自
然
石
で
あ
る
。
子
供
時
代
、
先
人

達
か
ら
「
お
こ
り
石
」
と
言
う
の
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

さ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
名
前
の
石
だ
と
す
れ
ば
村
内
で
は
こ
れ

も
こ
こ
だ
け
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
お
こ
り
石
と
は
何
ぞ

や
と
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
南
部
方
面
に
信
仰
者
が
多
数
あ
っ

た
そ
う
で
、
お
こ
り
病
（
虐

ぎ
ゃ
く

病
と
も
申
し
熱
病
で
マ
ラ
リ
ヤ

等
を
言
う
）
は
安
政
元
年
（
一
一
七
五
）
に
流
行
し
た
と
医

学
史
年
表
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
発
生
し
た
時
代
の
信
仰
ら

し
い
、
だ
と
す
れ
ば
八
百
五
十
年
程
前
の
こ
と
と
な
り
、
そ

の
時
代
に
は
常
盤
八
幡
宮
は
な
か
っ
た
。
ま
た
口
伝
え
に
よ

る
と
前
記
の
天
明
の
飢
饉
で
境
内
の
信
仰
物
一
切
を
手
離
し

た
が
こ
の
石
だ
け
は
何
が
お
こ
る
か
大
変
だ
と
い
う
こ
と
か

ら
残
し
た
と
い
う
伝
え
も
あ
り
、
夜
中
に
お
参
り
す
る
と
病

気
が
治
り
粗
末
に
す
れ
ば
何
が
お
こ
る
か
解
ら
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
お
こ
り
石
と
な
っ
た
と
の
説
も
あ
る
不
思
議
な

石
で
あ
る
。
何
か
失
礼
に
あ
た
り
お
こ
ら
れ
て
は
大
変
な
の

で
境
内
の
塔
塚
群
の
勉
強
は
こ
れ
で
閉
じ
る
こ
と
と
し
、
八

幡
宮
に
伝
わ
る
四よ

も方
山
話
に
移
ろ
う
。

昭
和
五
四
年
九
月
七
日
付
東
奥
日
報
に
、
高
木
軍
平
談
で

「
天
明
三
年
の
大
凶
作
に
よ
っ
て
飢
え
に
よ
る
死
者
が
相
次

い
だ
と
き
に
〝
社
格
〟
を
売
り
払
い
部
落
を
助
け
た
。
こ
の

時
八
幡
宮
の
由
来
や
記
録
を
失
っ
た
」
と
い
う
。
一
方
小
野

健
五
郎
（
旧
常
盤
村
助
役
・
氏
子
総
代
長
を
務
め
た
方
）
の

記
録
資
料
に
よ
る
と
「
明
治
六
年
五
月
一
五
日
村
社
に
列
格

さ
れ
た
が
、
氏
子
の
も
の
知
り
は
社
格
が
高
く
な
れ
ば
祭
典

等
に
金
が
か
か
り
村
が
貧
乏
に
な
る
と
い
う
の
で
、
参
考
資

料
は
全
部
何
処
か
に
隠い

ん
と
く匿

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
記

し
て
い
る
。こ
の
隠
匿
場
所
に
つ
い
て
、私
と
同
年
輩
で
あ
っ

た
故
石
動
武
秀
は
猿
賀
神
社
ら
し
い
と
申
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
彼
は
誰
か
ら
聞
い
た
か
尋
ね
も
し
な
か
っ
た
し
、
ま

た
、
私
も
追
跡
調
査
も
し
な
か
っ
た
の
で
真
偽
の
程
は
解
ら

な
い
。

　
《
生
き
た
い
》

皆
様
今
日
は
、
四
月
か
ら
連
載
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま

し
た
永
山
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
生
ま
れ
で
米
寿
を
過

ぎ
ま
し
た
。
最
近
テ
レ
ビ
で
私
よ
り
若
い
有
名
人
が
多
く
亡

く
な
る
の
を
見
る
と
「
私
は
お
陰
様
で
長
生
き
出
来
て
幸
せ

だ
な
ぁ
～
」
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

私
は
六
年
前
に
家
内
を
亡
く
し
て
一
人
暮
ら
し
な
の
で
炊

事
・
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な
ど
を
し
て
い
る
と
「
い
つ
ま

で
こ
の
苦
労
を
続
け
る
の
か
？
早
く
死
に
た
い
な
～
」
と
思

う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
だ
け
で
は
無
い
よ
う
で
す
。

診
察
室
で
お
年
寄
達
が
「
先
生
も
う
生
き
る
の
沢
山
だ

じ
ゃ
！
早
く
死
に
て
ぇ
～
」
と
言
う
の
で
「
せ
ば
、
今
日
は

薬く
す
り

出
さ
ね
ー
よ
」
と
私
が
言
う
と
「
や
っ
ぱ
り
薬
ば
貰
っ

て
行
く
じ
ゃ
～
」
と
言
っ
て
帰
り
ま
す
。

苦
労
す
る
く
ら
い
な
ら
死
に
た
い
と
思
っ
て
も
、
私
も

や
っ
ぱ
り
も
っ
と
長
生
き
し
た
い
で
す
。

こ
ん
な
話
も
あ
り
ま
す
。
と
ん
智
話
で
有
名
な
一
休
さ
ん

は
有
名
な
高
僧
に
な
り
ま
し
た
が
、
つ
い
に
臨
終
を
迎
え
弟

子
の
お
坊
さ
ん
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
一
人
が
師
匠
の
立
派

な
最
期
の
お
言
葉
を
期
待
し
て
「
お
師
匠
様 

最
期
の
お
言

葉
を
！
」
と
言
う
と
一
休
和
尚
は
「
死
に
と
う
無
い
、
死
に

と
う
無
い
！
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
人
の
本
心
は
死
に

た
く
な
い
の
だ
よ
、
命
を
大
切
に
せ
よ
」
と
教
え
た
の
で
あ

ろ
う
と
弟
子
達
は
深
く
感
動
し
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

人
間
誰
で
も
死
ぬ
な
ら
ば
、
生
き
て
い
る
内
は
楽
し
く
生

き
て
い
た
い
！
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
る
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
閑
話
休
題
》
老
人
ク
ラ
ブ
は
六
十
才
・
七
十
才
・
八
十
才
・

新
連
載
に
あ
た
っ
て　
　

町
老
連
会
長　

舘
山　

新
一　

令
和
４
年
度
老
連
理
事
会
で
、
永
山
先
生
の
講
話
を
頂
き

ま
し
た
。
内
容
は
「
こ
れ
か
ら
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う

演
題
で
し
た
が
、「
私
の
一
番
思
っ
て
い
る
の
は
〝
ど
う
死
ぬ

か
〟
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
の
連
載
は
そ
の
続
編
で
、
一
人
暮
ら
し
に
な
っ

て
の
苦
労
話
や
思
い
を
経
験
を
通
し
て
、
老
い
を
楽
し
く
生

き
る
す
べ
を
述
べ
て
下
さ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

 

日
本
国      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

日
本
に
於
い
て
災
害
に
よ
る
被
害
は
、
他
国
に
比
べ
か
な

り
低
い
の
だ
そ
う
だ
。
同
程
度
の
震
度
で
も
外
国
な
ど
は
日

本
よ
り
数
段
上
の
被
害
（
死
者
数
）
だ
そ
う
で
、
そ
の
原
因

（
要
因
）
の
一
つ
に
普
段
か
ら
備
え
ら
れ
て
い
る
防
災
意
識

や
対
応
だ
そ
う
で
あ
る
。

以
前
、
青
森
県
職
員
で
あ
っ
た
方
と
他
国
と
日
本
の
例
え

ば
橋
に
つ
い
て
の
建
設
費
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
日
本
の
橋
や
建
築
物
は
か
な
り

割
高
で
あ
る
と
頻ひ
ん
ぱ
ん繁

に
報
道
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、

専
門
の
方
に
聞
い
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
し
た
ら
「
日
本
と

言
う
の
は
災
害
の
多
い
国
な
の
で
、
高
速
道
路
の
橋
も
建
築

物
も
何
割
か
強き
ょ
う
じ
ん靱に

作
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

考
え
て
み
る
と
日
本
国
は
山
あ
り
谷
あ
り
川
あ
り
だ
。
そ
の

い
た
る
所
に
橋
が
か
か
り
、
そ
の
何
割
か
は
高
規
格
に
作
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
国
は
高
速

道
や
バ
イ
パ
ス
道
は
他
国
よ
り
高
規
格
仕
様
で
あ
り
、
新
幹

線
も
か
な
り
普
及
が
進
み
安
全
性
が
高
く
事
故
も
少
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
震
度
で
あ
っ
た
昨
年
の
ト

ル
コ
地
震
の
被
害
よ
り
、
我
が
国
は
数
段
下
の
被
害
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
建
築
物

の
地
震
に
対
す
る
高
規
格
の
強
度
で
あ
る
様
だ
。
価
格
が
高

く
て
も
強
度
な
建
築
物
に
な
っ
て
い
る
事
は
、
今
の
日
本
に

於
い
て
の
被
害
の
少
な
さ
に
表
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、

何
か
災
害
が
起
き
た
ら
、
と
て
も
危
険
な
国
で
あ
る
事
は
明

白
で
あ
る
。

こ
の
前
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
と
自
衛
隊
機
の
衝
突
も
普
段
か
ら
の

防
災
訓
練
の
賜
物
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
の
乗
客
・
乗
員
に
被
害
者
は

い
な
か
っ
た
。
更
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
対
し
て
近
く
に
い
た
Ａ
Ｎ

Ａ
機
の
ス
タ
ッ
フ
達
も
手
助
け
を
し
た
様
で
あ
り
、
飛
行
機

一
家
と
言
う
様
相
で
あ
る
。
さ
す
が
で
あ
る
と
世
界
的
に
評

判
が
良
い
。
こ
の
よ
う
に
普
段
か
ら
の
建
築
物
の
構
造
の
良

さ
・
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
、
そ
し
て
訓
練
の
素
晴
ら
し
さ
が
総

合
さ
れ
て
地
震
も
飛
行
機
事
故
も
最
少
で
す
ん
だ
様
だ
。
更

に
言
え
ば
こ
れ
か
ら
の
被
害
者
に
対
す
る
手
当
な
ど
が
十
分

に
行
き
わ
た
る
か
、
ま
た
対
応
が
早
い
の
か
に
よ
っ
て
そ
の

方
々
の
満
足
度
も
ア
ッ
プ
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

九
十
才
台
と
年
令
層
が
ず
い
ぶ
ん
広
い
で
す
。

六
十
才
の
会
員
と
九
十
才
の
会
員
と
は
三
十
年
の
開
き
が

あ
る
の
で
す
か
ら
、
会
員
の
会
に
対
す
る
考
え
方
も
違
い
が

多
く
「
会
の
組
織
運
営
は
大
変
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
思
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
続
く
）　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、町
社
会
福
祉
協
議
会
「
脳
ト
レ
教
室
」

で
す
。

お
陰
さ
ま
で
「
脳
ト
レ
教
室
」
の
活
動
内
容
も
充
実
し
、参

加
者
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
お
手
伝
い
頂
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
い
ま
す
。
週
一
回
の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

担
当　

町
社
協　

☎
�
ー
二
〇
五
六

今
回
、
石
碑
表
面
を
写
真

撮
影
し
拡
大
し
た
と
こ
ろ
、

「
納
奉
」
の
文
字
を
確
認
で

き
た
。

◇
◇ 

川
　
柳 

◇
◇

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

145

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

じ
ゃ
ん
け
ん
の
パ
ー
は
出
来
た
ぞ
麻
痺
の
指田

中
さ
ち
子

芸
に
触
れ
世
界
遺
産
に
な
る
書
道

成
田　
波
麻

神
前
の
誓
い
い
つ
し
か
錆
び
て
来
る

木
村　
羊
川

ロ
ッ
ク
し
た
日
記
の
中
に
愛
を
込
め

新
谷　
結
城

冷
え
た
手
に
息
を
吹
き
か
け
さ
す
る
妻

清
水　
川
魚

法
律
に
触
れ
る
触
れ
な
い
議
論
湧
き

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
十
二 

回 

  
老
い
を
楽
し
く

　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
第
一
回

表
面
の
拡
大
図

求
む 

！
脳
ト
レ
教
室  

お
手
伝
い


